
0 10cm

復元高：16.0cm 残存高：5.0cm

表面 左側面 裏面 右側面

裏面左側面

表面

断面

橋
状
把
手
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か
ら
北
関
東
に
多
く
出
土
す
る
ハ
ー
ト
形
土
偶
と
共
通
す
る
こ
と
が
解
り
ま
し
た
。
指
ほ
ど
の

小
さ
な
土
偶
で
す
が
、
展
示
会
場
で
じ
っ
く
り
と
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
永
井
宏
幸
）
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８
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秋
の
埋
蔵
文
化
財
展  

開
催
し
ま
す 

マ
サ
ノ
沢
遺
跡
出
土
の
ハ
ー
ト
形
土
偶

　　

マ
サ
ノ
沢
遺
跡
は
、
二
〇
一
七
年
度
に
発
掘
調
査
し
た
遺
跡
で
す
。
今
年
度
も
発
掘
調
査
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
過
去
の
調
査
に
つ
い
て
は
、二
〇
一
七
年
度
の
『
設
楽
発
掘
通
信
』（
Ｎ
ｏ
．

２
７
〜
３
５
）
で
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
秋
の
埋
蔵
文
化
財
展
に
出
展
す
る
ハ
ー
ト

形
土
偶
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

ハ
ー
ト
形
土
偶
は
、
顔
が
ハ
ー
ト
形
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
縄
文
時
代
後
期

前
葉
（
約
四
〇
〇
〇
年
前
）
を
代
表
す
る
土
偶
で
す
。
マ
サ
ノ
沢
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
注
目
す

べ
き
点
は
、
県
内
か
ら
初
の
出
土
例
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
ハ
ー
ト
形
土
偶
は
、
南
東
北
か
ら

北
関
東
を
中
心
に
出
土
す
る
土
偶
で
、
長
野
県
よ
り
西
か
ら
出
土
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
遠
く
滋
賀
県
甲こ
う

良ら

町
小こ

川が
わ

原ら

遺
跡
の
出
土
例
を
除
け
ば
、
西
の
最
果
て
か
ら
出
土
し

た
珍
し
い
事
例
で
す
。

　

マ
サ
ノ
沢
遺
跡
出
土
の
土
偶
は
、
胴
体
部
分
の
み
で
す
。
ハ
ー
ト
形
の
顔
と
手
足
は
残
念
な

が
ら
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
で
は
、
な
ぜ
ハ
ー
ト
形
土
偶
だ
と
わ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
簡
単
に
特
徴
を
整
理
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、
顔
。
顔
の
形
は
ハ
ー
ト
形
が
多
く
、

顔
面
の
表
現
は
目
の
中
心
部
に
刺
突
し
た
丸
い
出
目
、
眉
と
鼻
が
一
体
化
し
た
Ｙ
字
状
の
細
長

い
立
体
表
現
に
、
鼻
穴
は
上
方
に
開
く
豚
鼻
風
、
口
は
表
現
の
あ
る
場
合
、
丸
く
と
が
っ
た
お

ち
ょ
ぼ
口
が
つ
き
ま
す
。
手
腕
の
表
現
は
胴
体
か
ら
横
に
大
き
く
張
り
出
し
た
肩
か
ら
小
さ
く

垂
れ
下
が
る
腕
、
手
の
表
現
は
と
く
に
あ
り
ま
せ
ん
。
脚
は
、
腕
と
同
様
に
胴
体
か
ら
大
き
く

腰
が
張
り
出
し
太
い
脚
か
ら
大
き
な
足
へ
つ
な
が
る
ど
っ
し
り
体
型
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

頭
部
と
首
元
の
後
頭
部
を
つ
な
ぐ
「
橋
き
ょ
う

状
じ
ょ
う

把と
っ

手て

」
と
よ
ば
れ
る
キ
ノ
コ
の
笠
が
付
い
た
把
手

に
似
る
部
位
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。
さ
て
、
肝
心
の
胴
部
で
す
が
、
胴
部
か
ら
張
り
出
す
手
脚

と
比
べ
る
と
非
常
に
小
さ
く
五
セ
ン
チ
程
度
で
す
。
断
面
が
四
角
形
の
細
長
い
平
面
形
の
胴
部

が
多
く
、
乳
房
の
表
現
の
あ
る
表
面
と
裏
面
さ
ら
に
側
面
に
線
描
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
線
描
が

ハ
ー
ト
形
土
偶
の
特
徴
と
共
通
す
る
こ
と
か
ら
解
り
ま
し
た
。
マ
サ
ノ
沢
の
土
偶
は
、
表
面
は

縦
に
中
心
線
、
そ
の
両
側
に
横
線
を
一
〇
本
近
く
引
き
、
肋
骨
の
よ
う
な
文
様
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
乳
房
の
表
現
部
分
は
欠
け
て
い
て
解
り
ま
せ
ん
。
裏
面
は
同
心
円
や
渦
巻
を
一
つ
あ

る
い
は
数
個
配
し
、
こ
れ
を
複
数
の
線
描
で
つ
な
ぎ
ま
す
。
側
面
に
も
複
数
の
横
線
と
共
に
同

心
円
あ
る
い
は
渦
巻
の
文
様
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
胴
部
の
文
様
と
形
状
が
南
東
北

図７　マサノ沢遺跡出土のハート形土偶図２　笹平遺跡発掘調査の様子（2016 年 12 月）

　

こ
の
度
、
秋
の
埋
蔵
文
化
財
展
「
悠
久
の
記
憶
〜
設
楽
ダ
ム
関
連
発
掘
調
査
成

果
展
〜
」
を
開
催
し
ま
す
。
期
間
は
八
月
三
一
日
（
水
）
か
ら
九
月
二
六
日
（
月
）

ま
で
（
九
月
六
日
・
十
三
日
・
二
十
日
を
除
く
）、
場
所
は
設
楽
町
清
崎
に
あ
る
道

の
駅
し
た
ら
奥
三
河
郷
土
館
二
階
の
企
画
展
示
ス
ペ
ー
ス
、
時
間
は
午
前
九
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
（
午
後
４
時
三
〇
分
受
付
終
了
）
で
す
。

　

愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
は
設
楽
ダ
ム
関
連
の
発
掘
調
査
を
二
〇
一
〇
年

度
よ
り
本
格
的
に
開
始
し
一
二
年
が
経
ち
ま
し
た
。
今
回
の
展
覧
会
は
、
発
掘
調

査
の
終
了
し
た
遺
跡
か
ら
、
縄
文
時
代
の
遺
物
を
中
心
に
、
合
計
七
遺
跡
九
〇
点

を
展
示
い
た
し
ま
す
。
な
か
で

も
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
遺

跡
と
し
て
は
、
二
〇
一
五
年
度

に
発
掘
調
査
し
た
笹
平
遺
跡
で

す
。
笹
平
遺
跡
は
縄
文
時
代
を

中
心
と
す
る
集
落
遺
跡
で
、
竪

穴
建
物
な
ど
か
ら
土
器
と
石
器

が
多
く
出
土
し
ま
し
た
。
今
回

の
展
示
は
こ
れ
ら
出
土
品
を
で

き
る
だ
け
間
近
に
ご
覧
い
た
だ

け
る
よ
う
に
配
慮
い
た
し
ま
し

た
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
永
井
宏
幸
）

図１　展示会場の奥三河郷土館
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「
悠
久
の
記
憶
〜
設
楽
ダ
ム
関
連
発
掘
調
査
成
果
展
〜

」
へ
の
誘
い
　

　　

本
誌
一
頁
目
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
令
和
四
年
度
秋
の

埋
蔵
文
化
財
展
は
、
奥
三
河
郷
土
館
の
二
階
企
画
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
お
借
り
し
て
、「
悠
久

の
記
憶
〜
設
楽
ダ
ム
関
連
発
掘
調
査
成
果
展
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
設
楽
ダ
ム
関
係
の
発

掘
調
査
が
始
ま
っ
て
、
一
二
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
成
果
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
成
果
の
一
部
を
、
今
回
の
展
示
で
ご
報
告
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
、
今
回
の
展
示
の
概
要
と
見
ど
こ
ろ
を
ご
案
内
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
コ
ン
セ
プ
ト
は
、展
示
の
題
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、「
悠
久
の
記
憶
」
で
す
。

設
楽
町
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
遺
跡
が
あ
り
、
町
内
は
ま
さ
に
埋
蔵
文
化
財
の
宝
庫
と
言
え

ま
す
。
我
々
が
行
っ
て
い
る
発
掘
調
査
は
、
ダ
ム
関
連
事
業
な
ど
の
よ
う
に
、
や
む
を
得
ず

地
形
が
改
変
さ
れ
る
部
分
が
生
じ
た
際
に
、
事
前
に
埋
蔵
文
化
財
資
料
の
す
べ
て
を
調
査
・

記
録
し
、
遺
物
を
回
収
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

考
古
学
は
、
遺
跡
・
遺
構･

遺
物
と
い
う
モ
ノ
を
扱
う
学
問
で
す
が
、
こ
れ
ら
を
考
古
資

料
と
し
て
生
き
た
も
の
に
す
る
た
め
に
、
遺
構
・
遺
物
が
ど
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
な
の
か

と
い
う
評
価
を
し
て
、
最
終
的
に
遺
跡
か
ら
そ
こ
で
生
き
た
人
々
の
生
活
や
歴
史
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
最
終
的
な
評
価
を
出
す
の
に
は
、
発
掘
調
査
お

よ
び
そ
の
後
の
室
内
整
理
調
査
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
得
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

考
古
学
に
裏
付
け
ら
れ
た
成
果
が
、
さ
ら
に
生
き
た
悠
久
の
記
憶
と
な
っ
て
、
広
く
皆
様
の

財
産
と
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
設
楽
ダ
ム
関
連
調
査
で
得
ら
れ
た
成
果
に
つ
い
て
、
展
示
ス
ペ
ー
ス

を
ゾ
ー
ン
１
か
ら
ゾ
ー
ン
７
に
分
け
て
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ゾ
ー
ン
１　
　

ダ
ム
事
業
と
埋
蔵
文
化
財　

設
楽
ダ
ム
事
業
の
紹
介
と
、　

そ
の
範
囲
内

で
確
認
さ
れ
て
い
る
遺
跡
に
つ
い
て
の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
展
示
は
、
国
土
交
通
省

中
部
地
方
整
備
局
設
楽
ダ
ム
工
事
事
務
所
に
よ
る
も
の
で
す
。　
　

　

ゾ
ー
ン
２　
　

調
査
遺
跡
紹
介　

こ
れ
ま
で
本
調
査
Ｂ
（
調
査
対
象
部
分
を
全
面
調
査
す

る
本
調
査
）
が
実
施
さ
れ
た
遺
跡
を
地
区
別
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
各
遺
跡
の
調
査
を
象
徴

す
る
写
真
一
枚
を
厳
選
し
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

図３　展示計画案（上：ゾーン３、下：ゾーン６）

　

ゾ
ー
ン
３　
　

縄
文
時
代　

今
回
の
設
楽
ダ
ム
関
連
調
査
で
、
最
も
多
く
の
資
料
が
見
つ

か
っ
て
い
る
時
代
は
縄
文
時
代
で
す
。
こ
の
ゾ
ー
ン
で
は
昨
年
度
に
調
査
報
告
書
が
刊
行

さ
れ
た
笹さ
さ

平
だ
い
ら

遺
跡
を
中
心
に
、
展
示
し
ま
し
た
。
な
お
、
後
期
旧
石
器
時
代
に
つ
い
て
は
、

常
設
展
示
で
川か
わ

向む
き

東
ひ
が
し

貝が
い

津つ

遺
跡
の
遺
物
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
是
非
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。　

　

笹
平
遺
跡
は
縄
文
時
代
早
期
〜
晩
期
の
集
落
で
、
特
に
後
期
の
集
落
の
様
子
が
よ
く
分
か

る
も
の
で
す
。
台
地
中
央
に
あ
っ
た
巨
岩
（
笹
平
岩
）
を
起
点
と
し
て
、
竪
穴
建
物
跡
・
貯

蔵
穴
群
・
配
石
お
よ
び
集
石
遺
構
・
土
器
埋
設
遺
構
（
埋
甕
と
土
器
棺
墓
）・
掘
立
柱
建
物

跡
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
貯
蔵
穴
と
し
て
使
用
さ
れ
た
土
坑
の
中
に
多
量
の

土
器
が
廃
棄
さ
れ
て
お
り
、全
体
の
形
の
分
か
る
土
器
が
多
く
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、

こ
れ
ら
の
土
器
を
は
じ
め
、
大
型
石
棒
や
岩
偶
岩
版
類
な
ど
豊
富
な
石
製
の
祭
祀
具
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
加
え
て
、
滝た
き

瀬せ

遺
跡
で
出
土
し
た
ト
ロ
ト
ロ
石
器
（
縄
文
時

代
早
期
）、
マ
サ
ノ
沢さ
わ

遺
跡
か
ら
し
出
土
し
た
ハ
ー
ト
形
土
偶
や
岩
偶
岩
版
類
（
縄
文
時
代

後
期
）
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ゾ
ー
ン
４　
　

弥
生
時
代　

笹
平
遺
跡
で
見
つ
か
っ
た
土
器
棺
墓
が
特
に
注
目
で
す
。　

縄
文
時
代
晩
期
に
盛
行
し
た
乳
幼
児
を
埋
葬
し
た
土
器
棺
墓
の
風
習
が
、
弥
生
時
代
に
な
る

と
成
人
骨
を
埋
葬
す
る
も
の
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
特
に
棺
の
身
に
使
用
さ
れ
た
大
型
の

壺
は
、
縄
文
時
代
の
伝
統
を
引
く
作
り
方
と
弥
生
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
土
器
製
作
技
術
が
組

み
合
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
の
弥
生
時
代
の
始
ま
り
を
象
徴
す
る
資
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上か
み

ヲ
ロ
ウ
・
下し
も

ヲ
ロ
ウ
遺
跡
で
は
、
土
石
流
堆
積
層
の
下
か
ら
見

つ
か
っ
た
、
弥
生
時
代
中
期
後
葉
の
集
落
跡
が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
周
堤
の
見

つ
か
っ
た
竪
穴
建
物
跡
内
か
ら
見
つ
か
っ
た
、
土
器
や
石
製
紡
錘
車
を
見
て
頂
け
ま
す
。

　

ゾ
ー
ン
５
　
　
古
墳
時
代
以
降　

設
楽
ダ
ム
関
連
事
業
の
調
査
で
は
、
特
に
平
安
時
代
の

遺
構
・
遺
物
が
、
胡く
る
み桃

窪く
ぼ

遺
跡
や
滝た
き

瀬せ

遺
跡
、
上
ヲ
ロ
ウ
・
下
ヲ
ロ
ウ
遺
跡
で
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
他
に
、
昨
年
度
に
調
査
さ
れ
た
大お
お

崎さ
き

遺
跡
で
の
中
世
前
半
の
水
田
跡
、
江
戸

時
代
の
万ま
ん

瀬ぜ

遺
跡
で
見
つ
か
っ
た
倉
庫
群
や
西に
し

地ち

・
東
ひ
が
し

地ち

遺
跡
の
鍛
冶
関
連
遺
構
な
ど
か
ら

出
土
し
た
遺
物
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ゾ
ー
ン
６　
　

映
像
展
示　

発
掘
調
査
・
室
内
整
理
調
査
で
は
、さ
ま
さ
ま
な
記
録
を
と
っ

て
い
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
の
う
ち
の
写
真
記
録
や
図
面
記
録
に
焦
点
を
当
て
、
調
査
記
録

の
様
子
や
、
記
録
の
活
用
に
つ
い
て
、
皆
様
に
そ
の
有
効
性
と
可
能
性
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　
ゾ
ー
ン
７　
　

ジ
オ
ラ
マ
展
示　

こ
こ
で
は
、
図
面
や
写
真
に
よ
る
紹
介
だ
け
で
は
な

く
、
ジ
オ
ラ
マ
（
立
体
模
型
）
で
具
体
的
な
遺
跡
の
姿
を
縮
小
し
て
再
現
し
て
み
ま
し
た
。

取
り
上
げ
る
遺
構
は
、
上
ヲ
ロ
ウ
・
下
ヲ
ロ
ウ
遺
跡
の
弥
生
時
代
中
期
後
葉
の
竪
穴
建
物
跡

で
す
。
周
堤
の
様
子
な
ど
微
妙
な
起
伏
を
リ
ア
ル
な
形
で
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
展
示
は
、設
楽
ダ
ム
関
連
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
、新
し
く
奥
三
河
郷
土
館
が
オ
ー

プ
ン
さ
れ
た
以
降
に
「
発
掘
調
査
報
告
書
」
が
刊
行
さ
れ
た
遺
跡
を
中
心
に
、
令
和
三
年
度

ま
で
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
資
料
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、平
成
三
一
年
度
ま
で
に「
発

掘
調
査
報
告
書
」
が
刊
行
さ
れ
た
資
料
は
常
設
展
示
に
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
発
掘

調
査
は
継
続
す
る
た
め
、
今
回
は
中
間
報
告
と
な
り
ま
す
が
、
本
事
業
の
発
掘
調
査
お
よ
び

室
内
整
理
調
査
が
終
了
す
る
際
に
は
、
ま
た
改
め
ま
し
て
、
何
か
の
形
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
・
実
施
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。（
川
添
和
暁
）
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設楽町教育委員会　
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令
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年
度
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知
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埋
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財
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埋
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文
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発掘調査と写真記録
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縄文時代
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図面が語りかけるモノ

Zone3
草創期（15,000年前～11,000年前頃）　早期（11,000年前～7,000年前頃）
前期（7,000年前～5,500年前頃）　　　中期（5,500年前～4,500年前頃）
後期（4,500年前～3,200年前頃）　　　晩期（3,200年前～2,500年前頃）

縄文時代の空白期

古墳時代以降

弥生時代
前期（B.C.500～200年頃）　中期（B.C.200～0年頃）　後期（AD.0～250年頃）

つ
な
が
る

「
悠
久
の
記
憶
」

　この度、令和４年度の愛知県埋蔵文
化財センター秋の埋蔵文化財展を設楽
町内で開催することとなりました。早いも
ので、本センターが設楽ダム関連の埋蔵
文化財調査を本格的に開始してから、
今年で９年目を迎えます。これまで遺跡
の存在は知られていたものの、その内
容がよく分かっていなかった遺跡の情
報も、これまでの調査で明らかになりつ
つあります。これまでの設楽ダム用地内
の悉皆調査には、単に考古学的資料が
増加するのみならず、一地域内全体の
先史時代のヒトの活動動向を知る上で
の良好なケーススタディとなることが期
待されています。
　埋蔵文化財の調査は、設楽町民皆様
のご理解・ご協力があって、はじめて成り
立ちます。今回の展示で、これまでの発
掘調査および室内整理調査の成果を
お知らせし、日頃のご配慮に感謝申し
上げる次第です。
　　　　　　　　　令和４年８月31日

　埋蔵文化財調査には、「1)開発事業によ
る緊急調査」、「2)史跡整備を目的とした確
認調査」、「3)大学などで実施される学術調
査」、があります。今回の設楽ダム関連の発
掘調査は、「1)開発事業による緊急調査」に
あたり、時代に関係なく、調査対象区のす
べての考古学的情報の記録と遺物の取上
げを行います。
　記録は、遺跡の状態を伝えるもので、図・
写真・テキストなどを組み合わせて、さまざま
な形にして残します。その中でも写真記録は

情報量がと
ても多く、重
要な位置を
占めていま
す。

　この展示コーナーでは、各遺跡で調査さ
れた遺構の中で、特に注目される写真カット
を厳選してみました。現場の写真記録には、
日々の作業の様子を写したスナップ写真の
ほか、正式な調査記録写真があります。撮
影の際には、「①発掘調査のどの段階の」、
「②何を対象とする記録か」、という目標を
まず設定します。そして表面を削るなどして
土の色や状態をきれいに出したり、周りの
整理整頓をするなど事前の準備をした上
で、構図と光の当たり方に留意をし、最も適
切と思われるタイミングで実施します。場合
によっては、作業を行っている人などを写し
込むことによって、スケール感を表現するこ
ともします。このように多くの手間をかけた
写真記録は、調査内容の一場面を象徴す
るものとなっています。

　設楽ダム関連調査で、最も多くの資料が
調査されています。設楽ダム用地内での調
査では、新聞などで話題となった早期初頭
の滝瀬遺跡の集落跡も注目されています
が、実際には縄文時代中期以降の資料が
多く、とりわけ後期・晩期の資料が目立ちま
す。特に、後期初頭では、最小単位の集落
がお互いに見えほどの至近距離にまとまっ
て存在している様子を見ることができます。
　小松の笹平遺跡では、台地中央にある
巨岩（笹平岩）を起点として、合計30棟以上
の竪穴建物跡、貯蔵穴、配石・集石遺構、掘
立柱建物跡などで構成された集落跡が、ま
るごと調査されました。設楽地域を代表する
調査事例となりました。

　縄文時代は１万年以上の長い時代のな
かで、温暖化や寒冷化といった、大きな気
候変動があったといわれています。特に、急
激な気温上昇による縄文海進は、縄文時代
早期末から前期にかけてがピークと推定さ
れています。
　これまでの調査で、縄文時代前期の資料
はこの気候変動に関連して、極めて少ない
ことが注目されます。上ヲロウ・下ヲロウ遺跡
や大崎遺跡では、土石流堆積層の上で縄
文時代中期中葉以降の遺構が見つかって
いますが、下延坂遺跡ではこの土石流堆積
層を挟んで下層から縄文時代早期の遺物
包含層が見つかっています。このことから、
縄文時代前期頃に頻繁に土石流が発生す
るような地形の大きな変動が生じている可
能性が高いと考えられます。

　東三河地域では、弥生時代に入ってから
も、しばらくは縄文文化の伝統を強く引き
継いだ文化が続いていたといわれていま
す。このような事柄は、当地で製作された土
器に認められます。多くの土器には条痕と
いわれる器面の調整痕・文様などが施され
ており、当地域の縄文土器の製作伝統を
色濃く残しているといわれています。また、こ
のような文化を象徴する遺構に土器棺墓と
いわれる埋葬施設があります。縄文時代晩
期には深鉢を用いた乳幼児の墓の一形態
として盛行したものでした。これが弥生時代
前期になると、成人骨の再葬墓として、大型
壺を棺にした埋葬遺構が出現するようにな
ります。笹平遺跡で見つかった土器棺墓は
まさにその典型的なものであるといえます。

　上ヲロウ・下ヲロウ遺跡では弥生時代中
期後葉の集落跡が見つかりました。この時
期の集落跡が見つかること自体、とても稀
少な事例ではあります。加えてこの遺跡で
は、土石流堆積によって集落全体がパックさ
れていたため、竪穴建物跡の周堤がそのま
ま確認されるなど、集落全体がとても良好な
状態で見つかったのです。集落は竪穴建物
と溝などで構成されており、竪穴建物はそ
れぞれ、その都度床面を整えた上で、同じ
凹みを何度も利用されていました。床面付
近からは煮炊きに使用した甕や紡錘車、磨
製石斧など、当時の生活道具も見つかって
います。頸飾りとされる管玉も見つかってい
ます。このように、数少ない三河山間部の当
時の弥生ムラの様子を知る貴重な資料とな
っています。

　設楽ダム用地内では、古墳時代のヒトの
活動痕跡はごくわずかにしか確認されてい
ません。発掘調査によって、古代・平安時代
以降の様子が明らかになりつつあります。
　平安時代の竪穴建物跡が、滝瀬遺跡や
上ヲロウ・下ヲロウ遺跡、胡桃窪遺跡で見つ
かっています。滝瀬遺跡では板石を立てた
カマド跡が、胡桃窪遺跡では炉跡が見つか
っています。山棲みの生業活動を行った場
所であったと思われます。
　万瀬遺跡では、倉庫跡と思われる大きな
掘立柱建物跡群が見つかりました。発見さ
れた場所には、近世後半に郷倉のあった言
われています。当地は旧来より大事な倉庫
があった、ムラにとって大事な場所であり続
けたものと考えられます。

　中世戦国期以降の集落跡の様子も西
地・東地遺跡、上ヲロウ・下ヲロウ遺跡、万瀬
遺跡で見つかっています。上ヲロウ・下ヲロウ
遺跡では、中世前半の集落へ入る道状遺
構や、戦国時代～近世の整地層など、中世
から近世集落の一端が見つかっています。
西地・東地遺跡では、戦国時代から近世前
半の竪穴状の建物跡が見つかっており、鉄
滓を含む炉跡も調査されています。金床石
と思われる台石もあることから、当地では野
鍛冶が行われていたものと考えられます。

　耕作地跡も確認されています。多くは近
世以降なのですが、大崎遺跡では地形の
傾斜に沿って、導水路を伴う小区画の水田
跡が全面に見つかっています。上ヲロウ・下
ヲロウ遺跡でも同様の耕作地跡があったよ
うです。

　設
楽
ダ
ム
用
地
内
に
は
、
先
史
時
代
以
来
の
人
々
の
営
み
が
数
多
く
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
埋
蔵
文
化
財
は
、
悠
久
の
記
憶
と
な
っ
て
累
積

し
て
い
ま
す
。

　埋
蔵
文
化
財
調
査
は
、
考
古
学
に
裏
付
け
ら
れ
た
手
法
に
よ
り
、
資
料
を

記
録
し
、
保
管
し
、
そ
し
て
評
価
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
一
連
の
作
業
を
通

じ
て
、
資
料
化
さ
れ
た
情
報
が
公
開
さ
れ
、
そ
の
後
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
活

用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　こ
れ
は
ま
さ
に
、
悠
久
の
記
憶
が
後
世
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
瞬
間
で
、

新
た
な
、
生
き
生
き
と
し
た
「
悠
久
の
記
憶
」
と
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

　埋蔵文化財の調査では、図面の作成
をよく行います。図面には、「１)遺跡全体
や調査区、調査で見つかった遺構や土
層断面、遺物の出土状況などの発掘調
査時に作成される遺跡・遺構図面」と、
「２)土器や石器など室内整理調査で作
成される遺物図面」があります。いずれの
記録も考古学的資料と位置づけられるも
ので、機器などで計測・測定し、定まった
縮尺にした、寸法の正確なものです。図
面は平面のみならず、側面や断面・立面
を組み合わせることによって、各個別の
二次元情報を統合して立体的な三次元
表現へと昇華していきます。
　図面は作成する者の主観が入るので、
客観性がなく意味がない、という意見も
聞きます。しかし、図面は写真と異なり、ゆ
がみがなく距離感や大きさが正確に示
せるという利点のほか、観察者による評
価を入れることによって、むしろどのような
性格のものかを明確に提示できるという
利点があります。
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写真撮影の様子（上ヲロウ・下ヲロウ遺跡）

この展示エリアのみは写真撮影OKです。

お気に入りの資料や展示を見つけて、
是非SNSなどにアップして下さい。

投稿には是非以下のタグをつけて下さい。
「#愛知埋文」、「#秋の埋文展」、
「#奥三河郷土館」、「#設楽ダム」
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　この度、令和４年度の愛知県埋蔵文
化財センター秋の埋蔵文化財展を設楽
町内で開催することとなりました。早いも
ので、本センターが設楽ダム関連の埋蔵
文化財調査を本格的に開始してから、
今年で９年目を迎えます。これまで遺跡
の存在は知られていたものの、その内
容がよく分かっていなかった遺跡の情
報も、これまでの調査で明らかになりつ
つあります。これまでの設楽ダム用地内
の悉皆調査には、単に考古学的資料が
増加するのみならず、一地域内全体の
先史時代のヒトの活動動向を知る上で
の良好なケーススタディとなることが期
待されています。
　埋蔵文化財の調査は、設楽町民皆様
のご理解・ご協力があって、はじめて成り
立ちます。今回の展示で、これまでの発
掘調査および室内整理調査の成果を
お知らせし、日頃のご配慮に感謝申し
上げる次第です。
　　　　　　　　　令和４年８月31日

　埋蔵文化財調査には、「1)開発事業によ
る緊急調査」、「2)史跡整備を目的とした確
認調査」、「3)大学などで実施される学術調
査」、があります。今回の設楽ダム関連の発
掘調査は、「1)開発事業による緊急調査」に
あたり、時代に関係なく、調査対象区のす
べての考古学的情報の記録と遺物の取上
げを行います。
　記録は、遺跡の状態を伝えるもので、図・
写真・テキストなどを組み合わせて、さまざま
な形にして残します。その中でも写真記録は

情報量がと
ても多く、重
要な位置を
占めていま
す。

　この展示コーナーでは、各遺跡で調査さ
れた遺構の中で、特に注目される写真カット
を厳選してみました。現場の写真記録には、
日々の作業の様子を写したスナップ写真の
ほか、正式な調査記録写真があります。撮
影の際には、「①発掘調査のどの段階の」、
「②何を対象とする記録か」、という目標を
まず設定します。そして表面を削るなどして
土の色や状態をきれいに出したり、周りの
整理整頓をするなど事前の準備をした上
で、構図と光の当たり方に留意をし、最も適
切と思われるタイミングで実施します。場合
によっては、作業を行っている人などを写し
込むことによって、スケール感を表現するこ
ともします。このように多くの手間をかけた
写真記録は、調査内容の一場面を象徴す
るものとなっています。

　設楽ダム関連調査で、最も多くの資料が
調査されています。設楽ダム用地内での調
査では、新聞などで話題となった早期初頭
の滝瀬遺跡の集落跡も注目されています
が、実際には縄文時代中期以降の資料が
多く、とりわけ後期・晩期の資料が目立ちま
す。特に、後期初頭では、最小単位の集落
がお互いに見えほどの至近距離にまとまっ
て存在している様子を見ることができます。
　小松の笹平遺跡では、台地中央にある
巨岩（笹平岩）を起点として、合計30棟以上
の竪穴建物跡、貯蔵穴、配石・集石遺構、掘
立柱建物跡などで構成された集落跡が、ま
るごと調査されました。設楽地域を代表する
調査事例となりました。

　縄文時代は１万年以上の長い時代のな
かで、温暖化や寒冷化といった、大きな気
候変動があったといわれています。特に、急
激な気温上昇による縄文海進は、縄文時代
早期末から前期にかけてがピークと推定さ
れています。
　これまでの調査で、縄文時代前期の資料
はこの気候変動に関連して、極めて少ない
ことが注目されます。上ヲロウ・下ヲロウ遺跡
や大崎遺跡では、土石流堆積層の上で縄
文時代中期中葉以降の遺構が見つかって
いますが、下延坂遺跡ではこの土石流堆積
層を挟んで下層から縄文時代早期の遺物
包含層が見つかっています。このことから、
縄文時代前期頃に頻繁に土石流が発生す
るような地形の大きな変動が生じている可
能性が高いと考えられます。

　東三河地域では、弥生時代に入ってから
も、しばらくは縄文文化の伝統を強く引き
継いだ文化が続いていたといわれていま
す。このような事柄は、当地で製作された土
器に認められます。多くの土器には条痕と
いわれる器面の調整痕・文様などが施され
ており、当地域の縄文土器の製作伝統を
色濃く残しているといわれています。また、こ
のような文化を象徴する遺構に土器棺墓と
いわれる埋葬施設があります。縄文時代晩
期には深鉢を用いた乳幼児の墓の一形態
として盛行したものでした。これが弥生時代
前期になると、成人骨の再葬墓として、大型
壺を棺にした埋葬遺構が出現するようにな
ります。笹平遺跡で見つかった土器棺墓は
まさにその典型的なものであるといえます。

　上ヲロウ・下ヲロウ遺跡では弥生時代中
期後葉の集落跡が見つかりました。この時
期の集落跡が見つかること自体、とても稀
少な事例ではあります。加えてこの遺跡で
は、土石流堆積によって集落全体がパックさ
れていたため、竪穴建物跡の周堤がそのま
ま確認されるなど、集落全体がとても良好な
状態で見つかったのです。集落は竪穴建物
と溝などで構成されており、竪穴建物はそ
れぞれ、その都度床面を整えた上で、同じ
凹みを何度も利用されていました。床面付
近からは煮炊きに使用した甕や紡錘車、磨
製石斧など、当時の生活道具も見つかって
います。頸飾りとされる管玉も見つかってい
ます。このように、数少ない三河山間部の当
時の弥生ムラの様子を知る貴重な資料とな
っています。

　設楽ダム用地内では、古墳時代のヒトの
活動痕跡はごくわずかにしか確認されてい
ません。発掘調査によって、古代・平安時代
以降の様子が明らかになりつつあります。
　平安時代の竪穴建物跡が、滝瀬遺跡や
上ヲロウ・下ヲロウ遺跡、胡桃窪遺跡で見つ
かっています。滝瀬遺跡では板石を立てた
カマド跡が、胡桃窪遺跡では炉跡が見つか
っています。山棲みの生業活動を行った場
所であったと思われます。
　万瀬遺跡では、倉庫跡と思われる大きな
掘立柱建物跡群が見つかりました。発見さ
れた場所には、近世後半に郷倉のあった言
われています。当地は旧来より大事な倉庫
があった、ムラにとって大事な場所であり続
けたものと考えられます。

　中世戦国期以降の集落跡の様子も西
地・東地遺跡、上ヲロウ・下ヲロウ遺跡、万瀬
遺跡で見つかっています。上ヲロウ・下ヲロウ
遺跡では、中世前半の集落へ入る道状遺
構や、戦国時代～近世の整地層など、中世
から近世集落の一端が見つかっています。
西地・東地遺跡では、戦国時代から近世前
半の竪穴状の建物跡が見つかっており、鉄
滓を含む炉跡も調査されています。金床石
と思われる台石もあることから、当地では野
鍛冶が行われていたものと考えられます。

　耕作地跡も確認されています。多くは近
世以降なのですが、大崎遺跡では地形の
傾斜に沿って、導水路を伴う小区画の水田
跡が全面に見つかっています。上ヲロウ・下
ヲロウ遺跡でも同様の耕作地跡があったよ
うです。
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　埋蔵文化財の調査では、図面の作成
をよく行います。図面には、「１)遺跡全体
や調査区、調査で見つかった遺構や土
層断面、遺物の出土状況などの発掘調
査時に作成される遺跡・遺構図面」と、
「２)土器や石器など室内整理調査で作
成される遺物図面」があります。いずれの
記録も考古学的資料と位置づけられるも
ので、機器などで計測・測定し、定まった
縮尺にした、寸法の正確なものです。図
面は平面のみならず、側面や断面・立面
を組み合わせることによって、各個別の
二次元情報を統合して立体的な三次元
表現へと昇華していきます。
　図面は作成する者の主観が入るので、
客観性がなく意味がない、という意見も
聞きます。しかし、図面は写真と異なり、ゆ
がみがなく距離感や大きさが正確に示
せるという利点のほか、観察者による評
価を入れることによって、むしろどのような
性格のものかを明確に提示できるという
利点があります。
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この展示エリアのみは写真撮影OKです。

お気に入りの資料や展示を見つけて、
是非SNSなどにアップして下さい。

投稿には是非以下のタグをつけて下さい。
「#愛知埋文」、「#秋の埋文展」、
「#奥三河郷土館」、「#設楽ダム」
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　埋蔵文化財調査には、「1)開発事業によ
る緊急調査」、「2)史跡整備を目的とした確
認調査」、「3)大学などで実施される学術調
査」、があります。今回の設楽ダム関連の発
掘調査は、「1)開発事業による緊急調査」に
あたり、時代に関係なく、調査対象区のす
べての考古学的情報の記録と遺物の取上
げを行います。
　記録は、遺跡の状態を伝えるもので、図・
写真・テキストなどを組み合わせて、さまざま
な形にして残します。その中でも写真記録は

情報量がと
ても多く、重
要な位置を
占めていま
す。

　この展示コーナーでは、各遺跡で調査さ
れた遺構の中で、特に注目される写真カット
を厳選してみました。現場の写真記録には、
日々の作業の様子を写したスナップ写真の
ほか、正式な調査記録写真があります。撮
影の際には、「①発掘調査のどの段階の」、
「②何を対象とする記録か」、という目標を
まず設定します。そして表面を削るなどして
土の色や状態をきれいに出したり、周りの
整理整頓をするなど事前の準備をした上
で、構図と光の当たり方に留意をし、最も適
切と思われるタイミングで実施します。場合
によっては、作業を行っている人などを写し
込むことによって、スケール感を表現するこ
ともします。このように多くの手間をかけた
写真記録は、調査内容の一場面を象徴す
るものとなっています。

　設楽ダム関連調査で、最も多くの資料が
調査されています。設楽ダム用地内での調
査では、新聞などで話題となった早期初頭
の滝瀬遺跡の集落跡も注目されています
が、実際には縄文時代中期以降の資料が
多く、とりわけ後期・晩期の資料が目立ちま
す。特に、後期初頭では、最小単位の集落
がお互いに見えほどの至近距離にまとまっ
て存在している様子を見ることができます。
　小松の笹平遺跡では、台地中央にある
巨岩（笹平岩）を起点として、合計30棟以上
の竪穴建物跡、貯蔵穴、配石・集石遺構、掘
立柱建物跡などで構成された集落跡が、ま
るごと調査されました。設楽地域を代表する
調査事例となりました。

　縄文時代は１万年以上の長い時代のな
かで、温暖化や寒冷化といった、大きな気
候変動があったといわれています。特に、急
激な気温上昇による縄文海進は、縄文時代
早期末から前期にかけてがピークと推定さ
れています。
　これまでの調査で、縄文時代前期の資料
はこの気候変動に関連して、極めて少ない
ことが注目されます。上ヲロウ・下ヲロウ遺跡
や大崎遺跡では、土石流堆積層の上で縄
文時代中期中葉以降の遺構が見つかって
いますが、下延坂遺跡ではこの土石流堆積
層を挟んで下層から縄文時代早期の遺物
包含層が見つかっています。このことから、
縄文時代前期頃に頻繁に土石流が発生す
るような地形の大きな変動が生じている可
能性が高いと考えられます。

　東三河地域では、弥生時代に入ってから
も、しばらくは縄文文化の伝統を強く引き
継いだ文化が続いていたといわれていま
す。このような事柄は、当地で製作された土
器に認められます。多くの土器には条痕と
いわれる器面の調整痕・文様などが施され
ており、当地域の縄文土器の製作伝統を
色濃く残しているといわれています。また、こ
のような文化を象徴する遺構に土器棺墓と
いわれる埋葬施設があります。縄文時代晩
期には深鉢を用いた乳幼児の墓の一形態
として盛行したものでした。これが弥生時代
前期になると、成人骨の再葬墓として、大型
壺を棺にした埋葬遺構が出現するようにな
ります。笹平遺跡で見つかった土器棺墓は
まさにその典型的なものであるといえます。

　上ヲロウ・下ヲロウ遺跡では弥生時代中
期後葉の集落跡が見つかりました。この時
期の集落跡が見つかること自体、とても稀
少な事例ではあります。加えてこの遺跡で
は、土石流堆積によって集落全体がパックさ
れていたため、竪穴建物跡の周堤がそのま
ま確認されるなど、集落全体がとても良好な
状態で見つかったのです。集落は竪穴建物
と溝などで構成されており、竪穴建物はそ
れぞれ、その都度床面を整えた上で、同じ
凹みを何度も利用されていました。床面付
近からは煮炊きに使用した甕や紡錘車、磨
製石斧など、当時の生活道具も見つかって
います。頸飾りとされる管玉も見つかってい
ます。このように、数少ない三河山間部の当
時の弥生ムラの様子を知る貴重な資料とな
っています。

　設楽ダム用地内では、古墳時代のヒトの
活動痕跡はごくわずかにしか確認されてい
ません。発掘調査によって、古代・平安時代
以降の様子が明らかになりつつあります。
　平安時代の竪穴建物跡が、滝瀬遺跡や
上ヲロウ・下ヲロウ遺跡、胡桃窪遺跡で見つ
かっています。滝瀬遺跡では板石を立てた
カマド跡が、胡桃窪遺跡では炉跡が見つか
っています。山棲みの生業活動を行った場
所であったと思われます。
　万瀬遺跡では、倉庫跡と思われる大きな
掘立柱建物跡群が見つかりました。発見さ
れた場所には、近世後半に郷倉のあった言
われています。当地は旧来より大事な倉庫
があった、ムラにとって大事な場所であり続
けたものと考えられます。

　中世戦国期以降の集落跡の様子も西
地・東地遺跡、上ヲロウ・下ヲロウ遺跡、万瀬
遺跡で見つかっています。上ヲロウ・下ヲロウ
遺跡では、中世前半の集落へ入る道状遺
構や、戦国時代～近世の整地層など、中世
から近世集落の一端が見つかっています。
西地・東地遺跡では、戦国時代から近世前
半の竪穴状の建物跡が見つかっており、鉄
滓を含む炉跡も調査されています。金床石
と思われる台石もあることから、当地では野
鍛冶が行われていたものと考えられます。

　耕作地跡も確認されています。多くは近
世以降なのですが、大崎遺跡では地形の
傾斜に沿って、導水路を伴う小区画の水田
跡が全面に見つかっています。上ヲロウ・下
ヲロウ遺跡でも同様の耕作地跡があったよ
うです。

　設
楽
ダ
ム
用
地
内
に
は
、
先
史
時
代
以
来
の
人
々
の
営
み
が
数
多
く
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
埋
蔵
文
化
財
は
、
悠
久
の
記
憶
と
な
っ
て
累
積

し
て
い
ま
す
。

　埋
蔵
文
化
財
調
査
は
、
考
古
学
に
裏
付
け
ら
れ
た
手
法
に
よ
り
、
資
料
を

記
録
し
、
保
管
し
、
そ
し
て
評
価
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
一
連
の
作
業
を
通

じ
て
、
資
料
化
さ
れ
た
情
報
が
公
開
さ
れ
、
そ
の
後
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
活

用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　こ
れ
は
ま
さ
に
、
悠
久
の
記
憶
が
後
世
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
瞬
間
で
、

新
た
な
、
生
き
生
き
と
し
た
「
悠
久
の
記
憶
」
と
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

　埋蔵文化財の調査では、図面の作成
をよく行います。図面には、「１)遺跡全体
や調査区、調査で見つかった遺構や土
層断面、遺物の出土状況などの発掘調
査時に作成される遺跡・遺構図面」と、
「２)土器や石器など室内整理調査で作
成される遺物図面」があります。いずれの
記録も考古学的資料と位置づけられるも
ので、機器などで計測・測定し、定まった
縮尺にした、寸法の正確なものです。図
面は平面のみならず、側面や断面・立面
を組み合わせることによって、各個別の
二次元情報を統合して立体的な三次元
表現へと昇華していきます。
　図面は作成する者の主観が入るので、
客観性がなく意味がない、という意見も
聞きます。しかし、図面は写真と異なり、ゆ
がみがなく距離感や大きさが正確に示
せるという利点のほか、観察者による評
価を入れることによって、むしろどのような
性格のものかを明確に提示できるという
利点があります。
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映像資料１　発掘現場体験1
映像資料２　発掘現場体験2　
映像資料３　実測図でアートする　　

写真撮影の様子（上ヲロウ・下ヲロウ遺跡）

この展示エリアのみは写真撮影OKです。

お気に入りの資料や展示を見つけて、
是非SNSなどにアップして下さい。

投稿には是非以下のタグをつけて下さい。
「#愛知埋文」、「#秋の埋文展」、
「#奥三河郷土館」、「#設楽ダム」
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か
ら
北
関
東
に
多
く
出
土
す
る
ハ
ー
ト
形
土
偶
と
共
通
す
る
こ
と
が
解
り
ま
し
た
。
指
ほ
ど
の

小
さ
な
土
偶
で
す
が
、
展
示
会
場
で
じ
っ
く
り
と
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
永
井
宏
幸
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開
催
し
ま
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マ
サ
ノ
沢
遺
跡
出
土
の
ハ
ー
ト
形
土
偶

　　

マ
サ
ノ
沢
遺
跡
は
、
二
〇
一
七
年
度
に
発
掘
調
査
し
た
遺
跡
で
す
。
今
年
度
も
発
掘
調
査
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
過
去
の
調
査
に
つ
い
て
は
、二
〇
一
七
年
度
の
『
設
楽
発
掘
通
信
』（
Ｎ
ｏ
．

２
７
〜
３
５
）
で
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
秋
の
埋
蔵
文
化
財
展
に
出
展
す
る
ハ
ー
ト

形
土
偶
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

ハ
ー
ト
形
土
偶
は
、
顔
が
ハ
ー
ト
形
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
縄
文
時
代
後
期

前
葉
（
約
四
〇
〇
〇
年
前
）
を
代
表
す
る
土
偶
で
す
。
マ
サ
ノ
沢
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
注
目
す

べ
き
点
は
、
県
内
か
ら
初
の
出
土
例
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
ハ
ー
ト
形
土
偶
は
、
南
東
北
か
ら

北
関
東
を
中
心
に
出
土
す
る
土
偶
で
、
長
野
県
よ
り
西
か
ら
出
土
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
遠
く
滋
賀
県
甲こ
う

良ら

町
小こ

川が
わ

原ら

遺
跡
の
出
土
例
を
除
け
ば
、
西
の
最
果
て
か
ら
出
土
し

た
珍
し
い
事
例
で
す
。

　

マ
サ
ノ
沢
遺
跡
出
土
の
土
偶
は
、
胴
体
部
分
の
み
で
す
。
ハ
ー
ト
形
の
顔
と
手
足
は
残
念
な

が
ら
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
で
は
、
な
ぜ
ハ
ー
ト
形
土
偶
だ
と
わ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
簡
単
に
特
徴
を
整
理
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、
顔
。
顔
の
形
は
ハ
ー
ト
形
が
多
く
、

顔
面
の
表
現
は
目
の
中
心
部
に
刺
突
し
た
丸
い
出
目
、
眉
と
鼻
が
一
体
化
し
た
Ｙ
字
状
の
細
長

い
立
体
表
現
に
、
鼻
穴
は
上
方
に
開
く
豚
鼻
風
、
口
は
表
現
の
あ
る
場
合
、
丸
く
と
が
っ
た
お

ち
ょ
ぼ
口
が
つ
き
ま
す
。
手
腕
の
表
現
は
胴
体
か
ら
横
に
大
き
く
張
り
出
し
た
肩
か
ら
小
さ
く

垂
れ
下
が
る
腕
、
手
の
表
現
は
と
く
に
あ
り
ま
せ
ん
。
脚
は
、
腕
と
同
様
に
胴
体
か
ら
大
き
く

腰
が
張
り
出
し
太
い
脚
か
ら
大
き
な
足
へ
つ
な
が
る
ど
っ
し
り
体
型
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

頭
部
と
首
元
の
後
頭
部
を
つ
な
ぐ
「
橋
き
ょ
う

状
じ
ょ
う

把と
っ

手て

」
と
よ
ば
れ
る
キ
ノ
コ
の
笠
が
付
い
た
把
手

に
似
る
部
位
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。
さ
て
、
肝
心
の
胴
部
で
す
が
、
胴
部
か
ら
張
り
出
す
手
脚

と
比
べ
る
と
非
常
に
小
さ
く
五
セ
ン
チ
程
度
で
す
。
断
面
が
四
角
形
の
細
長
い
平
面
形
の
胴
部

が
多
く
、
乳
房
の
表
現
の
あ
る
表
面
と
裏
面
さ
ら
に
側
面
に
線
描
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
線
描
が

ハ
ー
ト
形
土
偶
の
特
徴
と
共
通
す
る
こ
と
か
ら
解
り
ま
し
た
。
マ
サ
ノ
沢
の
土
偶
は
、
表
面
は

縦
に
中
心
線
、
そ
の
両
側
に
横
線
を
一
〇
本
近
く
引
き
、
肋
骨
の
よ
う
な
文
様
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
乳
房
の
表
現
部
分
は
欠
け
て
い
て
解
り
ま
せ
ん
。
裏
面
は
同
心
円
や
渦
巻
を
一
つ
あ

る
い
は
数
個
配
し
、
こ
れ
を
複
数
の
線
描
で
つ
な
ぎ
ま
す
。
側
面
に
も
複
数
の
横
線
と
共
に
同

心
円
あ
る
い
は
渦
巻
の
文
様
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
胴
部
の
文
様
と
形
状
が
南
東
北

図７　マサノ沢遺跡出土のハート形土偶図２　笹平遺跡発掘調査の様子（2016 年 12 月）

　

こ
の
度
、
秋
の
埋
蔵
文
化
財
展
「
悠
久
の
記
憶
〜
設
楽
ダ
ム
関
連
発
掘
調
査
成

果
展
〜
」
を
開
催
し
ま
す
。
期
間
は
八
月
三
一
日
（
水
）
か
ら
九
月
二
六
日
（
月
）

ま
で
（
九
月
六
日
・
十
三
日
・
二
十
日
を
除
く
）、
場
所
は
設
楽
町
清
崎
に
あ
る
道

の
駅
し
た
ら
奥
三
河
郷
土
館
二
階
の
企
画
展
示
ス
ペ
ー
ス
、
時
間
は
午
前
九
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
（
午
後
４
時
三
〇
分
受
付
終
了
）
で
す
。

　

愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
は
設
楽
ダ
ム
関
連
の
発
掘
調
査
を
二
〇
一
〇
年

度
よ
り
本
格
的
に
開
始
し
一
二
年
が
経
ち
ま
し
た
。
今
回
の
展
覧
会
は
、
発
掘
調

査
の
終
了
し
た
遺
跡
か
ら
、
縄
文
時
代
の
遺
物
を
中
心
に
、
合
計
七
遺
跡
九
〇
点

を
展
示
い
た
し
ま
す
。
な
か
で

も
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
遺

跡
と
し
て
は
、
二
〇
一
五
年
度

に
発
掘
調
査
し
た
笹
平
遺
跡
で

す
。
笹
平
遺
跡
は
縄
文
時
代
を

中
心
と
す
る
集
落
遺
跡
で
、
竪

穴
建
物
な
ど
か
ら
土
器
と
石
器

が
多
く
出
土
し
ま
し
た
。
今
回

の
展
示
は
こ
れ
ら
出
土
品
を
で

き
る
だ
け
間
近
に
ご
覧
い
た
だ

け
る
よ
う
に
配
慮
い
た
し
ま
し

た
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
永
井
宏
幸
）

図１　展示会場の奥三河郷土館




